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1 健康教育運動と野津謙

本研究は、戦前昭和期から戦時下に野津謙が使用した「健康教育」という言葉に内包さ

れた科学性・道徳性・政治性について構造的分析のなかでとらえ直すことによって、

Health Promoting Schools システムの確立を明確にすることを目的とした。

野津謙は、大正末期から萌芽・隆盛した学校健康教育運動（以下、健康教育運動と略す）

が展開される中で、C.E.ターナーの健康教育論をいち早く受容し、東京市特別衛生地区保

健館学校衛生部長として健康教育の拡大に努めた人物である。戦時下においては、大政翼

賛会（国民生活指導副部長）、大日本産業報国会（厚生部長）に参加し、会の中心で活動

を行っている。

野津が「健康教育」を主張しはじめるのは、米国留学後である。留学時、ターナーが第

一次世界大戦後のアメリカ社会において構想した

健康教育システムから影響を受けたため、野津の

健康教育論は、戦時体制下において兵力増強政策

とダイレクトに接続していたようにみえる。こう

した理解は、彼が医師にして、かつナショナリス

トであったと簡単に片づけてしまうこともできる。

しかしながら、医学の科学性と関係づけながら語

る彼の「健康教育」という言葉は、いつしか医学

の科学性を超えて、道徳的で政治的色彩をおびる

ようになっていた。

本研究では、この「健康教育」という言葉をも

って展開される道徳性や政治性、そしてそれらを

取り巻く社会構造のなかで、野津の言説をもとに

して「健康教育」という言葉の内に秘められてい

た意味と社会との接点について明らかにした。

写真：来日時のターナー（著者蔵）

（左前列より、吉田章信、ターナー

、野津謙、斎藤潔、神主）

2 対象の変化について

健康教育運動が展開される中で、野津は「患者に使う経費と予防に使う経費の比較」か

ら効率性を重視し、「治療医学から予防医学へ、さらには健康増進医学へ」と学校衛生を

転換し、「これまで少数の病弱児童を対象にしていた学校衛生は、大多数の一般児童を対

象にすべき」と主張した。それには「先ず学童の状態を出来るだけ明らかに認識する必要

がある」として、身体検査や家庭状況を把握し、それによる結果の活用に目を向けている。
、、、、、
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さらに、健康教育と衛生教育の違いを、「衛生教育は『何々をしてはいけない』（消極性）、

健康教育は『何々した方がよい、何々しなければならない』（積極性）」と解説して、身

体検査の結果を活用して一般児童に「健康教育」を行うことを主張した。
、、、、、

3 規範と設計の健康教育

野津が構想した「健康教育」は、アメリカで成功を収めたとされる「ターナー・システ

ム」をよりどころとして、一定の客観性と科学性をもって受け入れられているようにみえ

る。しかしながら「健康教育」を推進させる際の拠り所となる客観的根拠は、「健康教育」

という言葉のもつ予防や増進への期待を課されながら無条件に教育されるべき正当性へと

導かれ、政治的言説へ接続されている。

政治的言説へと導かれる際の「健康教育」は、結核や他の感染症予防メカニズムが明確

になり、予防することが可能となったことによる予測可能性を背景として正当化されてい

る。さらに、「健康教育」は、予測可能性からより積極的に健康を設計できるとする強い

確信をもちながら使用されている。

4 均質的健康様式の形成

「健康教育」という言葉は、予測可能性をもつ予防の「健康教育」から、より積極的な

設計的健康概念の形成へと世界を開き、一般児童を対象にした「健康教育」がデザインさ

れた。一般児童を対象とした「健康教育」は、設計的健康概念に支えられた「健康教育」

により、今日に至る健康観を形成することになった。

設計的健康観の形成は、ライフスタイルの均質化された身体と健康様式を拡大させた。

拡大のプロセスは、総力戦体制下の合理的で効率的な改革と同時に進められ、体錬科体操

衛生の導入とともに制度化され、戦後保健科の成立とともにより強化されたといえる。

以上の一連のプロセスは、近代日本における Health Promoting Schoolsシステムの成立

過程として展開され、明治から大正中期までに展開された外的身体管理から内的身体管理

への転換を意味しており、今日における健康的社会参加の基盤を形成したプロセスでもあ

った。

＊本研究は、2008 年 11 月 14 日～ 16 日に名古屋市の愛知学院大学楠本キャンパスにおい

て開催された第 55 回日本学校保健学会で研究発表を行った。
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